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三島由紀夫の漢語における語構成
『金閣寺』と「天人五衰』
焦3注
の
本稿は、『金脇寺』
(s31)、『天人五衰』
(s46)の二
作品から全漠語を抽出し、
それ
らを形態的側面から考察すること
により、三島由紀夫が使用する漢語の特色を論じようとするものであろ。
注③
三島は『文章讀本』
(s34)中においても『私の遍歴時代』
(s39)においても、
自己の文体の改革について述ぺろが、
語
注〇棠面から見た場合、
実際に意図的変革が観察できろのか否
か。
本
稿で対象とした二作品の淡語を比較することにより明らかにする
。
1方法
①対象作品の位囮付け
.『
金閥寺』は昭和三一年一月から十月ま
で、
雑誌「新潮」に迎
戟された。
昭和二五年に金閤寺に放火した実在の青年僧をモデル
：にフィクション化した作品であり、
彼の作家生活においては中期
に位醤する。
当時より完成度の高い作品として評価が高
く、
三島
．．
文学の代表作とみなされている。
．『天人五衰』は「豊饒の海」四部作の完結篇である。
昭和四五
年七月から翌年一月にかけて「新瑚」
に迎載され
た。
この作品の
最終稿は自決
の当日編集者に渡されており、
事実上彼の遺稿とな
ったものであろ。
松枝消顕という背年の輪廻転生を本多なる親友
の目を通して描いた小説である。
中期から後期にかけての彼の文体の変化を追う時、
決して欠い
てはな
らぬのがこの二作品と考えられろ。＠二島由紀夫と漢語
．
三島はその装飾的文章で広く知られる作家であるが、
明喩、
暗
喩等の修辞はもとより、
同時代からそれ以
後の作家と
比較しても
漢語を多用すろ作家群に含まれる。
し
かし、これ
は和
話に対して
漢語重視であろと即断すべき問題ではな
く、
渓語についての胴査
は、
あくまでも三島の語槃を考えろ上でのワンステップとするも
のである。
従って本褐では漢語を多用するという事実のみを前提
として論を進めるに留める。
・
③漢語の認定
漢語は最早外来語と位屈付けられるもの
では
なく、
日本語を構
新
裕美
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成する重要な婆素である。
従ってより日本語に帰化した形態とし
て、
語尾変化を伴う派生語が多数生じた
り、
和語・外来語と共に
複合語を形成したりと、
梗語の様相は複雑多様化してきていろと
言える。
その為、
淡語と認定する語も純粋な字音語のみとするこ
とに疑問が生じる。
本稿では、
以下の基準を満たす語を全て漢語性を持つ語と認定
．する
。
⑥本来の漢語 ある字音語（梵語を含む）⑲和製淡語貿生語＠造話の一種として 和 ・外来語との複合⑥重箱．勝桶読み 呼ばれる和洪混種①より和語に同化した形態としての学音語平仮名表記
注
C
梵語については、
山田孝雄問士が音訳の語について便宜的に淡
注S
語の対象外とすろのに対し、
佐藤喜代治博士は広義の漢語と位置
付ける等、
諸説あるが梵語も中国を通じて日本語に入ってきたこ
とから、
ここでは漢語の中に含める。
＠の和淡混種語は和 ・涙語いずれにも分類し難い語であろが、
淡語の非常に日本 化した形 して、
また、
0
の字音平仮名表記
も同様である 考え
渓語と一緒に考察すぺきものとする。
また、
固有名詞は、
和語に置換できない語であり、作家も半無
意図的に使用するもの して
対象外とすることを注記する
。
④単語の単位
単語の認定単位は濶査目的によって種々異なるが、
本稿は三島
由紀夫の文章表現を構成する荻語の特色を主眼とすることにより、
注
0
因立因語研究所の所謂a単位を用いる。
また本稿では、
さらにで
きるだけ複合形式を皿祝し、
文節から助詞・助動詞を切った単位
として、
「消息不明」「自家製ハム」等も一語とみなした。
瀕語が本来一字単位の語であることは言うまでもないが、
前述
の通り、
渓語が日
本語に同化した現在、
また特に一作家の文章表
現における漢語の位匹付 を論ずろ際に
は、
二字漢語を一字ずつ
注
Bl
に分解して考える必要はないと考え
る。
又、
0
単位奴現代語とし
3 
ての意味を担う最小単位
とし
て「表現／法
」とする如く・
、
複合
形
式一
8 
をすべて分解することによって
、
作家の意図した語槃を不明にす
一
ることも本稿の目的 反す 。
2概観
『金閣寺』の淡語は延ぺ語数で一――四
七語、
異なり語数四二
五二語である。
全集本の形式（一八行・一行四三字）で、
二六六
頁という分母から勘算して一頁平均四二語の漢語が使用されているIt霧 なる。
実際の事件に題材をとっていることから、
年月日等の数凪的語
ゃ、
具体的事象を示す語も比絞的多数用いられ
る傾向にあろが、
三島作品の特色を成す観念的語坂が大勢を占めるCとは重要である。
「世界」「美」「認織」「行為」「死」「生」「存在」「時間」
等観念的語は、紐り返し使用され、作品のキーワードとしての地位を持つ。これら多用語は
、使用度数10
以上の
も
ので一七五語あり、
使用度数1又
は
2の語が全体の約九0％を占めるのに対し、特
異なグループを形成している。
また禅宗の寺内生活が
描かれている
為、仏教語も多数現れる。
じゅゑん
さし
ない いちん
「入院する」「作務」「内開枕」等の語がそれ
であ
り、殆どルピ
付の形を取る。
．．． 
『天人五哀』の淡語は延ぺ語数ーニニ0七語
、異なり
語数五0
九七話であ
り、『
金
oo
寺
』と比較して、延ペ・異なり語数共に約
千語（異なり語約八百）増加していることがわかる。こ
れは『天
人五衰』
が全集本形式に勘算して約三十頁多いこと
に由来する。
さらに、延ぺ語数、異な
り語数
の増加屈がほば同国であることか
ら、新た 増加した話は伎用度数
が低
いと
見ることが可能であろ。
一頁あたり四二語平均の淡語が使
用さ
れるこ は、
『金
阻寺』と
全く同数である。
この作品は、透と本多の心理小説の形態を持つ
こと
か
ら、ここ
．でも観念的な語が大半を占めろ。
しか
し、作品の分屈が増加
すると
、同じ割合
で漢語が増える几
帳面さは三島の大きな特色
あると言え
よう。―つの文章に同じ
語を使わ
ないと
いう厳しい態度の
現れ
である。
3品屁別の整理
品詞別の傾向がほぼ同じであることは、％欄に
明らかである。
この割合は、日本語全体におけ
る漢語
の品詞の傾向と
大体にお
い
て差がないものと推測できろ。
4栢構成による整理
これらの淡
語が如何な
る複合形式をとって現れ
ているかを閲査
した結果を次に
示す。
．
二作品
における漢語は、・極性に
複雑な複合形式を持つ
ものは少
ない。九0％近くは一字ある
いは二字漢語
である。主に単純な語
構成の語を助悶と
共に用いる
傾向の作家である。ここ
では、三字
以上
の漢語がどのような構造を持つかに瓜点を皿き整理を試みた。
‘‘ノ
03
22 
89
33 （
 
） 
1011 
.、
•.. i96
g 
員ベ延 戻人五衰一「金閲寺」
1 1 75 | 1 079 
(546) I (490)
動詞
1068 
(522) 
29 
(18) 
（カッn内は異なり語数）
芦司劃可剛38
63 
9
6 
12207
|
11147 
(50'if7) 1(4252) 
46 
(2 5) 
181 
(52) 
二作品の品詞別の
数伍は表
e
の通り
である。表中の数字は延ペ
語数である。
表
e品詞
＿名
詞
合計
- 84-
•こ
の複雑な語構成を持つ語は、作家の造語意識に深い関連があ
ろ。造語を文章表現中
に積極的に使用するとなると、
語構成は自
然複雑化すろ為である。
注の
三島は『文章讀本』
中に造語につい
て次のように評する。
（造語とは）字引に出てゐない言業の
ことで
す。
一例が、久
米正雄氏は微苦笑といふ苔菜を登明し、今日ではそれは誰でも知つてゐろ苔菓になりまし
た。
これこそは小説家のセンス
が、
人間のまぎれもない表惜をとらへて、それから新しい作
った宮葉で表現を興へたわけであ
ります。
私はここでは祉會
評論家が作って、
一時流行させる、
いはゆる流行語は問題に
しま
せん。文學者の造語とは軽簡 流行栢とらがつて、
いま
までにあろ言葉ではどうしても表現できないことを、含策を曲げても表現しようとする最大の切寅さがなければ意味がいのであります。
さらには新人作家がやたらに新造語を用
いることに
つい
て、「誠
賓味を鋏く」と批判するに至る。
これは、否定はしないまでも、
造語に対して厳しい態度を
示すものであるが、実際も漢語につい
ては新造語の少ない作家であ ことが、単純な語構成が大半を占めろことにおいて判明する。
①漢語の語構成
渓語の語構
成に
ついては
、意味論的や形態論的な立場から槌々
論じられている。
山田孝雄博士は『國話の中に於ける漢語の研究』
中で
、
一字漠語、
二字漢語、
三字漢語、
四字以上の漢語と分類し、
その
中を意味．接辞の種類・複合
形式
等に
おいて観察的
な
注8
考察を試みら
れた。佐藤喜代治肪士も、ほぼ同様の見解を示す。
また、松下大三郎氏は
、対
等oo
係・修飾関係・実質関係・補足関
係・客体関係の意味的関係による五分類を示した。
森岡健二氏は、
註g
「文字形態素論」中に、自立語
・
派生語・
‘合成
語
の三構造を挙げ
る。
本稿は、日本語の実態観察を目的とするものでなく、さらには、
複合語として和語や外来語と
の結合形式・和淡混種語も広義の漢
語と認める
立場を取るので、語構成の分類を、次のように規定す
5 
るものである。
8 
注g
⑥字音語のみによる語(k)・和語との複合形式を持つ語（和
一
淡混種語を含む）
（K＋worw+k）・外来語との複合形式
を持つ語(K+G.orG+k)の三つに分類すろ。
⑲k分類の語に
ていては、
一字淡語(IK)二
字漠語(zK)等の
構成漢字数による分類 行う。
．．
息
5
＠それぞれにつ
いて、
自立・派生語の別、品詞の別による分類
を行う。
⑪K+w又はW+K分類に屈する語は、重箱玩み(J
)、
勝桶
読み(U)、
K+w、W+Kの四種に分け、
品詞の別に
よっ
て分類する。
@G+K、
K+Gについては、
同じく、
品詞の別を示す。
K 
分
類
2K lK 字 分
数
形複
式合
塁 自 派生 立自
自
立 立
語 語 9＂五に ？日五口 塁 類
副
容
形形
蓄
動名副名 副容
形
喜
形動
，
名名 品
詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞 詞
61 12 643 728 40 46 6710 54 0 69 311 23 627 雙盈
異な寺L. 閥
数
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飛
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衰五
り
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々
汚祓
だ
豫重鄭多自 暗愛ら急持す
お愛
々 想 分滅 に だ 娘・
とし すさ・・ •し・るさ潤
・い・る・突習 賓い雑
だ
・ん・
堂 ・ 奇
盛・
忠
貰
然性 に 舒
す
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々四 揺
累
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雑然 ． 挑癌る繁雑
・ •制 死
と
・ 莫迦ら
し
だ・ 喜戯
す
・ さ． 度
丁
． 憫笑
箪 妙だ
す
るに 生
皐 詩卒然い廣腿 る残酷 常住
と だ さ る
次
第
• 恒陶
し
例
にい
②分類
表0
0字音平仮名表記(H)に つ い て の 品 詞 別 を 示す。造語に関連 深いのは、三字以上の字音語と、⑪⑥分類の語であ
る
。以下に挙げる表8は、右の分類法による二作品の淵査結 果 で あ
る
。
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2K IK 4K 3K 2K lK 3K 
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“ 3 2k K ” ” ” +0 
名名名名名名 形名
詞 詞 詞 詞
旦
詞 詞 詞 詞
3 8 ゜ ゜ 4 6 1 1 
3 4 ゜ ゜ 4 6 1 1 
17 30 6 6 26 6 1 3 
16 23 ·6 6 25 6 1 3 
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． 腎十K ti 
形 動名名
喜
詞 詞' 詞 詞
゜ 3 14 167 
゜ 3 12 54 
2 4 21 176 
2 3 15 55 
今風 相應費 人四
だ ず出しり・ ・ 場
昔風 相射
す
用 氣． 
だ
タ刻
届
塁
4K 3K 
叫
ヽK・十"
J凶 +w
名名 動 名 形
容
形
喜
詞 詞 詞 詞 詞 詞
'
3 1 ゜ 5 23 1 
3 1 o , 4 '8 1 
1 2 0 2 12 4 
1 2 0 2 8 3 
塁 岱
殺 『 面倒く 意地恐i さ だし、 ．., 
正
ぼ
し
だ
．さ
らに、⑥では、『天人五衰』中に明らかに増加がみられるが、
⑥
は異なり語数において大差ないことが銀察できろ。『天人五衰』
と 『 金 閑 寺 』 に は 三 0 頁
の分迅差があ
る の で 、 前 者 に 増 加 が み ら
れろことは当然の結果であろと考えられる。その中で⑥和語・漠語 の 複 合 形 式 に 、
二作品で増減が少ないこ
と は 重 要 で あ る 。 作 品
、。し 『天人五衰』 『金閣寺』
· 11417 10507 
(a) . (463 5) (390 5) 
697  619 
(b) 
(377) (368) 
93 21 (c) 84) 0.7)' 
12207 1114 7 
( 5097) ( 4252) 計
表 ③ H
•9
（ カ ッ コ 内 は 異 な り 語 数 ）
以上
の 関 査 結 果 を 、
3
宇 音 の み で 構 成 さ れ る 語 、 ⑥ 和 語 と 漢 語
の
複 合 形 式 、 ＠ 外 来
語 と 漢 語 の 複 合 形 式 の 三 点 に お い て 整 理 す る
．と表8のようになる
。．
3 
本来の漢 語 で あ る 字 音 語
のみの語が九0％以上を占め 、 他 を 圧 倒 し て い ろ 。
造語可能な部分において
使 用 率 が 低 い こ と は 、 彼 の造 語 に 対 す る 厳 し い 態 度 を反映するものである。二作品共にこの傾向は変わらな
副
詞
19 
7
名形容動詞
司司R
31 41 
4, 10 
名詞
。
゜
42 25 50 
2
 
の分菰や性格に関わらず、その撰が一定していろのは、造語的要素 が 大 き な 形 式 で あ ろ の に 、 一 般 的 語 粟 ば か り を 使 用 し て い ろ こと を 意 味 す る 。
．
姻 氣 持 · 場 所 ・ 割 烹 若 ・ 好 加 減 だ ． 稔 儀 正 し い ・ 手 持 無 沙 汰 だ＠については、両作品とも使用率が低い
が 、 『 天 人 五 衰 』 に み
られろ増加は、作品の性格
の 違 い に よ ろ も の で あ ろ ． 『 金 閣 寺 』
[。， 
の 俗 世 間 と 隔 絶 さ れ た 仏 教 供 界 に お い て 、 外 来 語 は 極 度 に 使 用 が
一
制 限 さ れ ろ が 、 『 天 人 五 哀 』 に は 右 の よ う な 制 約 は な い 。 さ ら に『天人五衰』は、港湾施設の描写に詳しく、海上交通に関する専門用語が外来語に負うところが大きいことも一因であろ。
例救命 ボ ー ト ・ 十 ニ ノ ッ ト ・ パ イ ロ ッ ト 事 務 所 ・ ワ ッ チ 勤 務 ・
＇、
バ ナ マ 船
＇
，
従って、その増加率も低いことから、三島の話菓選択の変化と
見ることはできない。造語と認定し得ろ語も観察できない。
3
においては、二作品の差が明らかであろ
の で 、 ど の 複 合 形 式
に差異が認められろかを示すこととすろ。
18 
5 6
' 
2 
ト ラ ッ ク 運 飼 手は う ・ 一 生 け ん め いふ し ぎ だ ． ぞ ん ざ い だ ・ き れ い だ大てい・大そう·一そう・らくらくと
⑮増加率は、『天人五衰』の数値を100とした湯合、『金梱寺』
に対する増加屈がその中で占めろ割合を示すものである。
延ぺ語数を比較した時、二作品共に、七0％以上を占めるのは
ZK 即 ら 二 字 漠 語 で あ
ろ。以下一字漢語、
三字漢語
、四字渓語、五
字渓語と続き、七字渓語以上は極く希にしか現れ
な い 。 こ の こ と
は、三局が単純な複合形式の語を主体に文章を構成していることを意味する。
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
も
結
果
は
ほ
ば
同
様
で
ある
が
、
複
雑
な
語
構
成
増加率（％） 『天人五衰』 『金OO寺』
異なり1li翌 廷ぺ話数 只なりU数 廷べ闘炊 ＂なり紐数 虻ぺ紐数
14.9 21.4 235 1380 200 1084 lK 
112 ←) 3323 8233 2952 8240 2K 0.09 
24,5 3 1 A 630 1144 474 785 3K 
35.9 42,2 295 400 189 231 4K 
42.5 45.3 87 97 50 53 5k 
42.9 37.5 28 32 16 20 6K 
87.5 90.0 8 10 1 1 7K 
（一） （一）
l 1 2 2 8k 100 100 
100 100 2 2 ゜ 0 9K 
4609 11299 3884 10416 計
表9
を 持 つ 語 ほ ど
l回性のものが多く、従って語数顧位の一位と三位
が逆転する現 象 が お こ っ て い る 。
．
また、二作品におけるそ
れぞれの語数の差を、増加率によって
観察すると、三字以上の漢語の割合が大きいことが明確である。表9に返ってさらに詳しく分類すると、三字漢語では、旅＋lKの形式を取る名詞が
、四字漢語では、旅＋
旅
の名詞が、それぞれ増
加著しいこ
とがわかる。しかし『金閣寺』
よりも『天人五衰』に
具体的
m
組を示す語が顕
著であることより、観念的語棠には、こ
れほどの大差は
ないと考えられ
る
。
‘
•
六字漢語以上については、両作品共に用例致が少ない為、増加
率 に よ る 比 較 は 意 味 を な さ な いが、三字淡語等と同 様 、 具 体 的 事
＿，ー
象を示す話が増えていると言える。
二字淡語については、異なり話数において三六九語の差がみら
れる
が、延ぺ語数がほぼ同数であることから、『金OO寺』に非常
に多用された語があること
がわかる。「世界」一00@、「老師」
ニ四0回等がそれである。また、ここ は、固有名詞とじて対象外としたが「金閥」は実に三＿二八回も使用されている。．『天人五衰』には、
「金閲」に類する役割を受け持つ語が登場し得なかっ
たことから、異なり語数に差が生じたものと
考えてよさ
そうであ
る。一定の分屈の文章表現内におけろ漢語の許容量には、自と限昇があることも一因であろう。
さ て 、 字 音 の み に
よる語構成の漢 にお
い て 造 語 た り 得 る の は 、
三字以上の漠語である。
こ れ ら が 屈 的 に は 、 『 金 閣 寺 』 一 0 • 五
％ 、 『 天 人 五 衰 』 一 四 ・ 九 ％ と 字 音 話 中 で も 少 数 派 で あ る こ
と か
ら 、
ここでも造話
に 対 す る 三 島 の 姿 勢 を 痰 う こ と が で き る 。 特 に
造 語 要 素 と し て 認 め ら れ る 「 的 」 を 含 む 栢 に つ い て も 一 般 的 語 槃が 多 い 。
鋤 感 党 的 だ ． 感 傷 的 だ ． 糀 祠 的 だ独いて造語的と考え得るのは、
「 無 歴 史 的 だ 」 （ 『 天 人 五 衰 』 ）
ぐらいであるが、
これも三島の造語とは断定しにくく、
「 的 」 に
＇ついても独自性はみられない
と言えよう。
5 多 用 栢 の 比 較
三 島 由 紀 夫 は 『 文 章 讀 本 』 中 で 、・
私
はまた、
二、三行ととに同じ宮栞が出て来ないやうに注意
し ま す 。 1 例 が 、 ま え
に 「 病 氣 」 と 蛮 い た と き は 、 次 に は r や
•
ま
い 」 と 困 こ う と し ま す 。
·
と 述 ぺ ろ よ う に 、 同 一 語 句 を 何
度も用
い
ないのが立て前である。
実 際 ー 作 品 中 に 四 、 ． 五 千 語 の 異 な り 語 を 用 い る こ と で 前 掲 の 宮 を実 現 し て い る （ 九 0 ％ 近 く が 一 回 性 の 語 袋 で あ ろ 。 ） 。
•
そ
の 中 で 多 用 さ れ て い る 話 は 反 対 に 三 島 作 品 に お い て 瓜 要 な 役
． 割 を 果 た し て い る と 百 え る 。
彼 の 言 に 反 し て 繰 り 返 し 用 い ら れ る 話
口 に つ い て 次 に 考 察
する。
' ,
[ ＇,
．
こ の 項 で は 二 作 品 そ れ ぞ れ に お け
る使用度数の
多 い 語 群 に つ ， い
て、その
i致 度 を 潤 査 す る 。
こ れ は 多 用 語 に 一 様 性 が
あろ
か ど う
l K 
感じ
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多 用 詔
12 10 291 16 21 24 10 48 16 48 24 57 25 32 
使用度数
2 
0 13 34 88 32 4 45 5 45 10 59. 20 17 『 金
伏 Ill 屁 致
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かを明らかにして、
三 島 の 中 心 的 漢 語 集 は
何かを考え
る。
『 天 人 五 衰 』 の 使 用 度 数 10 以 上 の 語 を 多 用 語 と 認 定 し 、 そ れ ら
の『金園寺』における使用度数を示したのが次表⑤であろ。
衰 ⑤
2K 
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命 じ ろ 射 す ろ 生 じ る信 じ ろ 感 じ る
13 18 12 13 10 12.16 12 30 39 31 15 59 
37 12, 12 6 20 1 13 23 13 11 
副詞：形容動詞：
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精 生 人 所女 少少障瞬 宿 醜 自 窯自 自 思 自 自 時 色 時 山
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多 用 語 に お い て も
、
話 構 成 の 場 合 と 同 じ く
、
二 字 漢 語
、
一字漢
語 と
、
単 純 な形式の語が占 め る
。
一 字 淡 語 の 異 な り 語 数 二 五
、
ニ
場 夕
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彼
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混団語・平仮名表記については、
最も和語に近い形態であるこ
とから非常に一般的に用いられていろ語として、必然的に両作品共に多く使用される結果となったものと考えられる。
なお、
ここで『
金閣寺』と一致しなかった語は僅か二三語にす
ぎないが、
これらの語が『天人五衰』独自の語羹なので
あり、作
．
品の特色となろ話であ
る
ことも付記しておく。
．
さらに一致度を数瓜的に
示すと次の様になる。
図Aは、『天人五哀』
の多用語のうらr金
開寺』に使用されている語の割合を示すものである。
約九0％の一致度が観察で
きる。
図Bでは、
図Aにおいて一致した
もののうら、『金開寺』でも使用度数10
図 A 
字渓話九八、
三字漢語―二、
和漢混梱語六、字音語平仮名表記二
であ
また、
『金阻寺』との一致度は、
一字渓語、
二字漠
語、
和漢混
匝
語
、平仮名表記に
おい
て高く、三字渓語に
なると、
葱しく一致度
が減少する。
これは複雑な昭構成を持つようになる程、
具体的串
象を意味する率が店くなること 由来すろと思わ
れる。．二字漠話
お て
、
一致しない話は、
殆どが具象的意味を持つ語である
ことがわかっている。
従って、
三島が二作品を通じて多く用いる
淡語は観念的意味範聞に囮すろ語であるというこ
とが言える
の
で
ある。
以上である語の割合である
。
約半数の一
致度が見られ
が、
使用度数1、
2の語
が九0％を占める中
、五
回以上使用され
ている語は、少くとも多用語と認め得ることから、
使用度数に幅を持たせると、
実に七割強が一．致することがわかる。
二作品がいかに同一淡語を
中心とする語槃群の範囲内で作らぬてい かが
明
確であろ
。
．
『現代雑誌九十種の用語用字』覇
査によろと
、延ぺ約四一万語
中異なり語は約三万話
であり、•これ以上調査規模を大きくしても
注8
異なり語数の増加は少ない筈という中野洋氏の見解より
、こ
れを
日本語の総沢なり語数 近いもの 仮定しよ
う。
このうら淡語は、
l
6，
混桓語を含めて約一万五千語と推定でき、
三島が『金閣寺』で用
いた漢語の異
なり語数が
四二五二、『天人五衰』が五0九七であ
るので、一作品中の三島の異なり語菜は相当殷であることがわかる
。しかし先に示したように、
その多数の異なり語のうら中心を示
める多用話が二作品
において一致するということは、三島の基本
語彙がここに現れて ることとなり興味深い。
さらに、
本稿では便宜上多用話のみの比較に留めろこととなっ
たが、
全漢語の一致度を見るとき、意慈外に高い数位を示しそう
であることを注記する。
これは三品作品における殴念的語梨が占
める役割が大きいことに一
因があると思われる。特に、
形容動詞
図 B
 
の一致度は高く、くない。
6まとめ
以上、『金腺寺』と『天人五衰』の漢語を比較する時、品詞、
語構成、多用語の三点から観察した場合、ほぼ同傾向にあると結・論付けられる。
このことは、三島は漠語の
語選択において、各作品共通の部分
が多いことを示す。渓語に限定した時、四材が異な
って
も同一語粟
を中心に文翠が構成されていることが推測できるのである。異なり語が多数であって
も、それば、一回性の
もの
が多く、中心とな
る語は、どの作品でもほほ同一であると
いうことであろ。
また中期から後期にかけて選択語槃が固定的であることは、彼
の埜本語裳が形成された時期が非常に早期であったこと
も意味す
る。彼は十代前半から
既に
文箪活動を始めており、初期との比較
も可能であるが、短庶ばかりであるので中後期の長篇と同一線上で考察してよいか疑問が残る。しかし、語氣の一致度が高いであろう予測はつくも である。
三島自身は自己の文体の変革について度々告白している。しか
し、漢語の面に限って考える時、彼の文体は、作品によって殆ど差異がないとい 結論に達するの ろ 語梨面においては、彼の自己改革も及ばなかったと考えられる。
三島の文体において淡語はどの様な位図を占めるの という問
「澄明だ」等、度々作品に用いられる語が少な
国が残るが、装飾過多で文沼が死んでい
ると酷評されることの多
い三島作品中で 漠話もまた多分に装飾的要素として用いられていると考える
。
今後は、三島の漢語と修辞について論証したいと
考える。
注①テキストは新潮社『三島由紀夫全集・10』所収を使用し
た
。
注②テキストは新潮社『天人五衰』（第二版）を
使用した。
注③『三島由紀夫全集・28』所収．注⑭『三烏由紀夫全集•30』所収。注⑤賓文館『國語の中に於ける渓語の研究』(S15)
。
注⑤角川掛店 日本の渡語』
(S54)
。
注の国立国語研究所 虹か製婦人雑誌の用 は、涸査単位
にa単位を取った力
「自家製／ハム」の様に二語とする
語も多数あった。
注⑧0単位は、因立国語研究所『現代雑誌九十団の用語用字』
の調査単位である。
注⑨五六三頁
。
日本の漢語』中におけろ分類
。
品『
‘,'· 
注5『近代語の成立岬品』（明治術院）「文字形態紫論」にお
ける分類。
注g字音語IIK、和
nw
、重箱読み11J、湯桶読み11U、
外来語IG、字音語平仮名表記
nH
は、筆者が便宜的に
- 97-
（東北大学文学部）（山梨英和短期大学）
能楽研究
（法政大学能楽研究所）
花園大学 紀要日本文芸論叢日本文芸論集
第十五号
第九号
三田国文文学論藻
第三号
第十一号、第十二号
（松蔭女子学院大学）
（九州大学）（東洋大学）（三田国文の会
文学論粗
第三十号第五十八号
第二号
文林
第十八号
日本文芸研究
一号、第二号
文莫
第九号
文研論集
（九州大学文献探究の会）（専修大学 院）
第十号
文献探究
第十四号
二号
研究室受贈図書雑誌目錢
(V)
0七号
•9
,＇
・'|
用いた記号である。さらに表記法を正磁に分析すろ際には、ルピ付語llRを加える。
注gここで言う自立語とは、森岡氏の言う合成語の既念をも
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